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〔要旨〕 一般スケジューリング問題(ジョブショップ問題もこの中に含まれる)を解くために，順序指定

形のー解法が提案されている. I1買序指定形のモデルで、は，スケジューリング問題は，作業をノード，作業

聞の順序関係をアークとするグラフ上で，資源の制約を満たすために導入される資源順序を指定する問題

に帰着される.この論文では，同一機械を使用する作業集合中のすべての作業対に資源順序を指定するこ

とによってスケジュールを定める.この資源IJ頂序の選択の順番によって選択の樹が構成され，この樹を

branch-and.bound 法によって探索し，最適スケジュールを求める.作業 i から作業jへ資源順序を導入L

たことによるスケジュールの長さ A の増分.J).リから，樹の各節点での目的関数 A の下限が与えられる.ま

た，資源IJ頂序の選択の順番は，解の探索効率に大きい影響を持っているが ， L = 1 .J).ij- .JÀji : の最も大き

いIJ債に (i ， j) 間に資源順序を導入している.
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〔要旨〕 装置が故障して修理をした場合，この装置の修理完了後の寿命は，一般にいままでの故障履歴に

よって左右されるであろう.ここでは，この履歴のうちとくに故障回数と総稼動時間に着目し，修理後の

装置の寿命をセミ・マルコフ過程を用いて記述している.さらに，修理後の装置の平均寿命は修理回数あ

るいは総稼動時間の増加とともに減少しまた修理費用はこれらとともに増大すると仮定し，装置の最適

取替時期の決定について考察している.
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〔要旨〕 マルコフ連鎖を応用しようとするとき，推移確率を精確に知ることはむずかしいそこで有限な

マルコフ連鎖の推移確率がわずかに変化したとき，各種の特性量がどの程度変化するかを推移確率行列の

性質をうまく使って評価した.

p=(ρリ)， P' = (〆り)を r 個の状態をもっ二つのエルゴード的なマルコフ連鎖 C，C' の推移確率行列，

α = (a小 a' = (αう)をそれらの極限ベクトル(定常分布)とする.このときある正数 E に対して〆りが

(1 +e:)以JzaFZJ豆(1 +e: )ρり， (i キ j) をみたしているならば la'i-ad~2(r-1)(1-ai)aie+ O(めであ

る.問機な不等式が吸収確率，平均到達時間などの他の特性量に対しても求められ，また ρ ij が推定量で

~るときのように，確率変数と考えられるときにも C の諸特性量の分散の上限が求められる
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